
 
資料１ 

（案） 

熊野川流域治水協議会 

設立趣旨 

 

近年、大規模な水害が全国各地で相次いで発生しており、

今後の気候変動により更に降雨量の増大や水害の激甚化・

頻発化が懸念される。 
 

今後、このような水害リスクの増大に備えるために、河川・

下水道の管理者等による治水に加え、流域全体で水害を軽減

させる「流域治水」への転換を進めることが必要である。 
 

このため、本協議会の設立により流域全体のあらゆる関係

者が協働し、河川整備計画に基づく治水対策や大規模氾濫協

議会の取組方針に基づく避難等の取組を共有するとともに、

被害の防止・軽減に資する対策を総合的に検討のうえ、流域

全体で密接な連携体制により取組みを進めることとする。 

 


